
 

 

 

 

 

 

 

•利便性の向上 
 「あかしiびじょん。」の整備、シェルター設置、ｴｺﾌｧﾐﾘｰ制度等 

•利用促進 
 ｲﾍﾞﾝﾄの実施、各種ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、応援店制度、ｻﾎﾟｰﾀｰ制度、学校MM等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「公共交通の利用促進を基本とし、時代の変化に対応した誰もが安全で円滑に移動できる交通体系
の確立」を目指した明石市総合交通計画の交通ﾈｯﾄﾜｰｸにｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽを位置づけ、持続的な運行
を目指し、PDCAに基づき利便性の向上や利用促進策を推進し、数値目標を達成。 

 明石市地域公共交通会議             （兵庫県明石市） 

（取組みの概要）  ４．多様な利便性向上と利用促進策の実施（PDCA） 

（効果）  

１．明石市の交通ﾈｯﾄﾜｰｸにｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽを位置づけ 

•東西方向は鉄道、南北方向は路線ﾊﾞｽ、ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ 

•Tacoバスの利用者が増加し、 
 目標の１００万人/年を達成 鉄道      路線バス      コミュニティバス      海上交通 

２．数値目標、見直し基準を設定 

• 路線見直しや廃止の手順を明確化 
• 各路線の評価は１年ごとに実施 

３．路線改廃ｽｷｰﾑを確立 
４２％アップ 

約７２万人 

約102万人 路線改廃スキーム 

あかしiびじょん。 １０周年イベント 各種キャンペーン 

【目標値】 
目標収支率を日利用者数に換算
した値 
【実績値】 
評価年度の日利用者数 
【予測値】 
H２０年度以降の実績から推計した
日利用者数 
【必要値】 
評価年度から目標年に目標を達
成するために必要な日利用者数 

• 目標：Tacoバス利用者100万人/年 
• 見直し基準 
 収支率の50％（Tacoバス）、20％（Tacoバスミニ） 

乗車証明書 

応援店で提示
すると割引等
のサービス 


